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令和６年度の振り返り 
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１．令和６年度の実践を振り返って 

 

 

 

 

“科学的な探究の過程”         “つなぐ指導” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究主題を実現するために，上記の重点をイメージとともに共有し，３年間の実践を進めてきた。そし

てその成果の一端を、可茂大会における授業公開及び研究会を通して明らかにすることができた。 

 

参観者の感想及び可茂大会の振り返りより 

・導入において生徒の疑問を引き出し，生徒自身が解決したいと思える魅力的な教材を開発できていた。 

・単位時間，または単元を通して，生徒自身が追究方法や追究内容を選択することができるという工夫が

あることで，主体的な学びを実現していた。 

・個別最適な学びも，協働的な学びもそれ自体を行うことが目的ではなく，生徒の資質・能力を育成する 

 ための手段であることを忘れてはならない。 

 

令和６年度の成果と課題 

＜成果（○）と課題（●）＞ 

○研究員の実践や各市町で行われた研究授業の講評から，理科が好き・楽しいと実感できる生徒の割合は

増加していることが分かる。国際的な学力調査(ＰＩＳＡ，ＴＩＭＳＳ)からも同様の結果が見てとれる。 

○ＩＣＴを活用しながら，協働的な学びを充実する手立てが数多く考えられ，実践されている。 

●ＩＣＴの活用，学習方法の工夫を行うことが目的となっている傾向が強く。生徒の資質・能力を育成す

るために，理科の見方・考え方を働かせるための手立てや実証性，再現性，客観性といった科学的な手 

続きを重視した指導という部分で弱さが見られる。 

●生徒観，教材観，指導観などの「観」に対しての捉えが軽視され，生徒目線で授業を設計することより

も形や方法論が先行しがちで，生徒の意識や思考の流れが見えづらい実践が見られる。 

令和４〜６年度 岐阜県中学校理科研究部会 研究主題 

「理科の勉強が好き・楽しい」と実感できる理科指導 
～“科学的な探究の過程”と“つなぐ指導”を通して～ 

 


